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〔抄録〕
軽声の扱いが規範的な辞書の聞でも不統ーである。「上声+軽声」の上声の調値が
2種類存在するのは軽声調の語棄の形成時期の違いによる。辞書の記述に従えば軽声
は減少の傾向にあるようであるが、現時点ではまだゆらぎがあり、現実の口語音では
必ずしも減少しているとはいえない。『現代漢語詞典』は規範を重視しながらそのよ
うな現実をできるだけ反映しようとしている。
キーワード 普通話水平測試、上声十軽声、現代漢語詞典、重読
1.問題の所在
普通話の軽声はいわゆる中国語らしさに重要なものであるとされる。たとえば、普通話の語
音弁別を目的に編まれた教科書とでも言うべき基本書である『漢語普通話語音耕正』には次の
ように記されている。
「軽声は普通話の語音のひとつの重要な特長であり、外国人にとってかなり難しいものであ
るばかりでなく、中国のいくらかの方言区の人がマスターするのもそれほど簡単なことではな
い。だが、普通話に軽声が存在するがゆえに普通話の表現力が豊かになっているのである。そ
れゆえ、きれいな普通話を身につけようと思えば、軽声を習得することは重要なことがらのひ
とつであるJ(1)。
また、外国人留学生への現代漢語語音教育を中心とした研究書や学習書も軽声に一定の紙幅
をあてている (2)。
中国の語文教師やアナウンサーなどの普通話は、一定のレベル以上であることが定められ、
そのための試験である普通話水平測試が実施されることになった。 1994年10月30日に「関於開
展普通話水平測試工作的決定」が下達された。教育部門や放送関係者など、受験しなければな
らないものが定められたは)。その実施される測試の内容及び評価基準等は「普通話水平測試
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大綱総論」によって知ることができるは)。その第2項の 2に二音節の詞語を50読むことが定
められており、そのうち軽声については必ず含むものとし、その数は3を下まわらないことと、そ
の数にまで言及している (5)。実際には軽声は 4~6 の詞語を出題するのが多いようである (6)
iU試の第2項の意義について段文勝は次のように説明している。
「調語あるいは語流のなかでの軽重格式は普通話と方言の語感を区別する重要な指標であ
る」。そして「第2項の測試は普通話らしさ一一軽重格式及び軽声、上声の変調、 JL化等が規
範に合致しているかどうかを重視するものであるJ (7) 
ここで明らかなように軽声は普通話と方言の語感を区別するものであり普通話らしさを反映
した特長のひとつということになる。
各地方で濁1]試対策用の参考書や問題集が出版されているが、いずれもが軽声をとりあげてい
る。たとえば漸江省のものでは「軽声」の項を設け「軽声音節的読法」を説明し練習題を列記
しているほ)。
また、卑語方言区向けの一冊 (9)では15組の練習題はそれぞれリスニング試験問題と参考答
案から成るが、そのすべてに二音節の詞語の朗読があり、必ず軽声がいくつか含まれている。
調1]試の語音評定の基本方針は公開されているが、そのうち軽声詞にかんする部分は次の通り
である。
(1)工具書や教科書や「大綱」が軽声に注音している詞語を軽声に読まないのは減点。
( 2 )工具書や教科書や「大綱」が軽声に注音していない詞語を軽声あるいは軽音に読むの
は減点。そしてこれには実際の口語でも重.次軽格式に読まないものも含まれる(叫l叩川0引)
両読については厳格さは要求されていないが、軽声の扱いが参考書によってもまた同じ辞書
でも版本によって違いが生じている。主なものを比較してみよう。
(甲) W大綱~ 11l) 
(乙) W現代漢語詞典~ 1凶
(丙) W漢語併音詞潅~ 1印
(丁)WH S K~ (14) 
ヨ回ヨ円J ヨ口五口 甲
前辺 qian bian 
後辺 hδu bian 
黄瓜 huang gua 
点綴 dian zhui 
乙 丙
qian-bian qian bian 
hむu・bian hδu bian 
huang・gua huang gua 
dian・zhui dian zhui 
丁
qian bian 
hδu bian 
huang gua 
dian zhui 
このような不統一は応試者のみならず多くの学習者を困惑させるものである。
本稿は軽声の規範の問題を中心に、不統ーを手がかりにその他、軽声の変化や辞書と現実の
口語音の相違についても検討を加えようとするものである。
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2 .軽声の規範
軽声が問題にとりあげられるようになったのは困語運動と関連する。言文一致を掲げl1語を
重視するなかで、何を規範的な語音とするのか、またその語音をどのように表記するのかが論
議きれるようになってから軽声も本格的に研究されるようになった。
魯允中によれば(15) r軽声」という概念を最初に提起したのは組元任「国語羅馬字研究」
(W国語月刊』第一巻第七期 11922年8月20日](16)である。趨元任は声調をどのように表記
するかについて述べた部分で「軽音」の語を用いて次のように述べている。
「陰平調加hJ、「去声不用符号」、「軽音字永遠軽読的也用去声符号(就是不用符号)。偶爾
軽読伺照原来声調写。(這類字的音本来是中性的短音，去声的声高也是不高不低，読短些也差
不多。例如“先生"的“生"是軽音，所以就和“先勝"念快了差不多)J (l九
趨元flはその後「軽音」に替えて「軽声」の用語を用いる。勤松によれば(目)趨元任は H国
語新詩韻.J(1923年)で「不高不低的“軽"戸」という表現で軽声の語を使用しているという。
正式に「軽声」の語が用いられるのは『新国語留声片課本J(19)からである。これより以後
「軽戸」が用いられほぽ定着しているが、「軽岩」を用いる研究者もいるし、この両者を通う
概念として厳密に区別する意見もある(加)。
軽声の規範の原則は1950年代に提起されている。承融による整理に従って次に記してみよ
λ(20 
ノ 0
軽声に読むもの(承融の用語を原文のまま使用): 
一助詞
1.語気助詞
2.結構助詞
3.時態助詞
一虚字詞尾
一方位詞
四.趨向動調
五.畳調
1.名詞重畳的第二個iF節
2.動詞重型的第二個字
3.双青節形容詞重塁的第二個音節
六 "1"':"宇和“一"字
1.挿入動詞、形容詞重豊島中間
2.挿入両個字中間
七.表約数的詞
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八.某些表単位的量詞
九.代表倣賓語，没有対照的意思，也不表示強調
十.表応諾的詞
十一.詞級 (A口AB、A口BC、A口BB格式)
十二.動詞後表処置的補語
十三.両個対立的詞構成聯合式的合成調(改変了本意)的第二個字
十四.双音節単純詞的第二個音節
十五.有些双音節合成詞的第二個字
このうち十三は具体例として“買買(倣生意)"、“来往(交情、関係)"、“是非(惹出事情)"、
“東西(物件)"の詞語が挙げられる。十四は“葡萄"、“攻魂"、“馬虎"、“日多日索"がそうであ
る。十五は“先生"、“事情"、“暖和"の例が挙げられるが、法則性のないものである (2九た
だ、 r(l)有些詞因詞性不問、分為両種念法、如“練習、報告"作動詞、“和平"作形容詞念
軽声、転為名詞用時則照原来的声調念。(2 )念軽声的多半是口頭上資格較老的詞、新名詞、
科学名詞等一般不念軽声」ということが傾向としてあるとされる。基本的にこれは今日にいた
るまで踏襲されている考え方であろう制。
しかしながら、なぜ軽声になるものとならないものがあるのか、軽声は時代とともに変化し
ているのか、それは非軽声化に進んでいるのか、また上声+軽声になぜ2種類の型があるのか
等々、問題は実に多い。以下、これらの問題を検討していく(制。
3.上声+軽声
周知の通り、上声十軽声(本調、上声)にはふたつの型がある。ひとつは“馬虎"のように
[211四+軽声]に発音される型、もうひとつは“明里"のように [35十軽声]と発音される
型である。
馬元書は次のようにまとめている (26)
一.“馬虎"型
1.子後綴型
2.昼字名詞型
3. AB型
①第二個字的本調属上声的
②第二個字的本調属非上声的
二.“明里"型
1. XY型
①第二個字的本調属上声的
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②第二個字的本調属非上声的
2.畳字動詞型
ここで問題になるのは一. 3のAB型①と二. 1のXY型①である。前者としては“馬虎"
のほか“耳柔"、“顕控"など、後者には“明里"のほか“小姐"、“想法"、“法子"などがそれ
ぞれ例として挙げられる。上声+軽声の上声の調値がなぜ2種類あるのだろうか。
京諾t立は変調を考察するなかで上声十上声の変調に言及し、上声+軽声のうち虚意後綴は半
上声となり実意後綴は陽平になると結論した (27)幻灼η
李明は京諾t粒立の説に検討を加え、「上声+軽声」を更に詳細に分類した。「上声+軽声」で
r211 +軽声」になるのは、
1.後附加式
a.“点子"など
b.“耳柔"など
に重墨式
3.単純詞
であることを検証し、その他方言詞起源のものを分けて考えるべきだとした倒。
しかしながらこの問題は歴史的に考察すべきであろう。ふつう漢字は語音の軽重変化を反映
できない (29)
だが、陳国は鳩摩羅什訳『金剛般若波羅蜜経』の残本を用いて、韻母または声母の転写形式
を分析して軽声の出現時期を証明しようとした倒。
李栄は『金瓶梅詞話』中の一部の語棄についてその異文を比較したり、抄本間の異文を対比
させるという方法によって、その時代にすでに軽音として読まれていたと推測した (31)。
また、李思敬は『紅楼夢』を用いて18世紀には軽音が普通にみられていたと結論していると
いう (32)
同様の方法を用いて軽声の歴史的変化を探ったのが金有景である。北京語の「上声十軽声」
の組合せの変調は北京語の軽声の歴史的層と大いに関係がある。金有景は語法構造の特長に着
目し、北京語の現在の軽声字は次のA~E の 5 つの時期に形成されたと仮定した(犯)。
A時期軽声発生時期(8、9世紀)
B時期 “子尾、 JL尾"の軽声化(10、11世紀)(34) 
C時期動調尾“過"、“得"の軽声化(12，13世紀)
D時期 “了、着、鳴、昭"の軽声化(13、14世紀)
E時期 “老・虎"、“小・姐"等の後の字の軽声化(15、16世紀以後)
「上声十軽声」の問題については、金有景に従えば少なくともD時期前後に北京語の二字の
組合せの上声は次の 2つの型に変調したと考えられる。
(1)上声+上声→陽平+上声
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( 2 )上声十軒声→半上声十軽声
そしてE時期になると上記(1)型の後の方の上声も軽声化したが、陽平に変調した前の方
のもと上声は陽平のままであったので
陽平十上声+陽平+軽声
のようになったのである刷。
語法成分あるいは虚詞素の軽声化は語集成分あるいは実詞素の軽声化よりも時期的に早く、
弁義作用をもたない軽声は弁義作用をもっ軽声よりも早い時期のものである。
しかしながら、同じように語嚢成分でありながらあるものはおそらく B時期にすでに軽声化
しているのに対し、あるものは語の連続による変調の後に軽声化している。
これは北京語と満州語の影響関係から考えなげればならないようだ。趨ヌ燕民は、北京語の軽声
は満州語の軽昔と関係があると述ベている(3話ヘ6
を:米J沖来1終5源とするものと、満j弁州‘十判卜1'族が北京内城に移住して北京語が満州京語(満小川州州|トN、'1族の漢語)の軒音
の影響を受けて生まれたものの 2種類がある。満州詰は声調のない言語で、満州l語の音のif(軽
が旗人を通じて北京語に影響を与えたことが関係している。「上声+軽声J が r211+軽声 lに
なる単語で、たとえば“日|向午"、“姐姐"、“早起"、“踊牒"、“耳桑"、“顕控"などは北京旗人の
1語の基本語棄であることもこのことを証明しているという。
満州語源の北京語についてみてみよう。
北京語の「並忽(校、上、重。忽、軽)Jは満州語の“lahu"より、 I虎勢(虎、上、重。勢、
軽)J は“hüsun" より転じたものである。その他『北京土話中的満語~ (31)に収める単語の例
でも判るように、満州、|語源の北京語の二音節語はほとんどが軽声詞である o それぞれの満州語
の軽音については確認しえないが、「満語京語はι音二前移を経た口語であるJ(381ことを論拠に
する遡恋の説がかなり有効であると思われる。
4 .軽声の変化
軽声詞は増加しているのかあるいは減少しているのか。この問題は1950年代から議論されて
いる。高景成は「軽声詞は徐々に衰退の趨勢にあるJ(391と述べ、江成は軽声詞の変化につい
て中重から両読へそして重軽へと向かっているは0) と反対の意見を述べた。
1960年代に那須清は「革命前と革命後に出版きれずご情頼しうる資料から 2音節の軽声詞を採
集し」 (4lJ比較した。慎重に断定は避りられているが、掲げられた資料から判断すれば軽声詞
は減少の傾向にあることになる。
それ以降も同様の議論は続き、贋為民は「軽声詞の数はまだ増加するであろう J(421と予想
し、巴維爾は「軽声詞は多分今でもまだ新たに生まれているだろう J(叫)と述べた。一方で蘇
少波は、軽声は減少していると断言する刷。
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この問題について、規範的とされる辞書での扱いの変化から考えてみよう。
軽声をはじめて辞書に記したのは『国語辞典J (45)である。その序で繋錦照は次のように述
べ、軽声の表記についても説明した。
「軽声には 2種穎ある。ひとつは「軽而無調 iのもの、つまり陰半、陽平、上声、去声以外
の軽声、たとえば「枇杷」の「杷」は、国音はもともと陽平 [paJであるが、同請の「枇
把」という語は軽声の[・paJに読むか、場合によっては変音した[・baJに注音するがこれ
は「又読」である。もうひとつは「有調而軽」のもので、二音節の単語で前の音が重読される
と後の音は自然と軽くな
るもの、たとえば「電
話」の 2音が軽量の別な
く同じに読まれるのに対
し、「笑話」は「実」が
重読され「話」は自然と
軽くなる J (刊 o
『国語辞典』のこの軽
声表記は『現代漢語詞
典』に継承されている。
辞書での軽声詞の扱い
はどうなっているのかc
勤松は『現代漢語調典』
の1992年版と1998年版を
比較し軽声，j司の変化を調
1992年版で軽声、 1998年版で両読詞
1992年版で軽戸、 1998年版で非軽声詞
ペ3)1992年版で両議、 1998年版で非軽声詞 ， 1 2 
|計
( 1)1992年版で非軽声、 1998年版で両読詞 I 1 2 
( 2) 1992年版で非軽声、 1998年版で軽声詞 2 ! 
( 3) 1992年版で両読、 1998年
B2) 1998年版で収録されなくなった軽声詞
計
??????
?
2 5 
査した。そのうち功能性の二音節の軽声詞についてその数を上のような表にまとめた川。
このうちC、Dに相当する変化を他の版本及び他の資料と比較して、軽声詞の変化をもう少
し詳しく検討してみよう。用いろ資料は次の通りであるは8)。
① r現代漢語示l典J1978年版(，現漢78Jと略記)(ヘ
② 「現代漢語詞典J2002年版(現漢02Jと略記)
③ 「普通話水平測試大綱J (，大綱」と略記)(51)0 
④ 『北京話軽声詞j極樫表J (，京軽」 と略言記己o)(恒閣5泣鉛2お)
但し、 r現代漢語=謂司典」で方言謂ときれている詞語及び三音節討I高訂は除外した。 は米収
を示す。
D 
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C-(l) 1978年版で軽声、 2002年版で両読詞
量ロー"品圭目五口 現漢 78 現漢 02 大綱 品軽
杭粧 ang.zang ang.zang angzang angzang 
白天 bai.tian bai.tian bai-tian baiti担
木技 Mn'qian ben'qiお1 ben'qian benqian 
変通 bian.tong bi釦・tδng bi加tong biantong 
別致 bie.zhi bie'zhi biezhi biezhi 
実服 bin'fu bin'品
残疾 can'ji c盆1・ji c釘1・ji canji 
成分 cheng.fen cheng.ten cheng.fen chengfen 
吃食 chi'shi chi'shi chishi 
舶桟 chu釦・qian chuan'qian chuanqian 
聡明 cong'mmg cong'ming cong'mmg congmmg 
構包 da'bao da.bao dabao 
当舗 dお19'pU dお19'pU dお19pu dangpu 
得軍 de'zui de.剖 i de・却i dezui 
J長畑 dhi dl'xi dhi dlxi 
点綴 dian.zhui dian.zhui dian.zhui di益nzhui
定技 ding'qian ding'qi加 dingqian 
反正 fan'zheng 品n'zheng 白n.zheng fanzheng 
風水 reng'shui reng'shul reng'shui rengshui 
干系 gan'xl gan'Xl gan'X1 
寒毛 hお1・mω han'ma。 hanmao 
横笠 heng・shu heng'shu heng'shu hengshu 
家具 Jla'Ju Jla'JU Jl勾U J1句U
t量蝿 jiang'sheng jiang'sheng jiang・sheng jiangsheng 
遊深 jin'shen jin'shen 
客人 ke'ren kと'ren ke'ren kとren
投抜 la-long la-long 1 a-lo ng lalong 
迷惑 mi・huo mi'huo mihuo mihuo 
米?m mHang mHang mitang 
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内人 nel・ren nel'ren nCl・ren nelren 
!註打 qiao・da qiao'da qiao・da qiaoda 
拳* quan.tou quan.tou quantou q国 ntou
世t長 shang'qian shang'qi加 shang'qian shangqian 
(以子 si'hu si'hu sihu sihu 
世客 tang'ke tang'kと tお19ke
体涼 tI.li組 g tHiむ19 tI1iang tI1iang 
休l白i ti・mlan ti'miお1 t¥'mian timian 
持換 ti.huan ti'huお1 tihuan tihuan 
挑易リ tiao・tl tiao・ti tIao・tl haoti 
痛快 tong'kuai tong'kuai tong'kuai tongkuai 
徒弟 tu・di tu'di tu'di tudi 
下場 xia'chang xia'chang xia'chang xiachang 
PI旬声 xiang'sheng xiang'shξng xiangshξng xiangsheng 
小姐 xiao・Jle xiao・jie XJao'jle xiaojie 
~O}J xu'dao xu'dao XU・dao xudao 
指;搭 yao・han yao・hむ1 yaohan 
揺兄 yao・huang yao・huang yaohu必19 yaohuang 
立比L Yl'Jmn yijian Yりmn Yリ1加
掘作i 。lan'bu オlan'bu zhanbu 
招1:;: オlao・re zhao・re zhaore 
折隣 オle・mo オle'mo zhe'mo zhemo 
支持 zhi'cheng オlI'cheng zhich吾ng zhicheng 
文f千 オli'wu オlI'WU オlI'WU オliwu
先Ii邑 オ1・dao zhi.da。 zhi.dao zhidao 
伯得 オlI.de zhi.de zhi'de zhide 
L /-.' 
，e.，:" ~ オlI'qi オ1I'qi zhi'qi 7hiqi 
tl幡 zhδng.fan オlong'鼠n
同至J zhδu'dao zhou'da。 zhou・dao zhoudao 
十三人 zhii'ren zhii'ren zhiiren zh色ren
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C-(2) 1978年版で軽戸、 2002年版で非軽声
言ロ一円三ロ五ロ 現漢 78 現漢 02 大綱 京軽
吃喝JL chi'her chiher chiher 
船家 chuan-jia chuanjia chuanjia chuanjia 
定規 ding'gui dinggui dinggui 
管教 guan'jiao guanjiao guan-jiao guanjiao 
光洞 guang'run guangrun guangrun 
近視 jin'shi jinshi jin'shi jinshi 
口音 kou'yin kouyin kouyin kるuym
面食 mlむ1・shi mI釘lshi ml釘lshi
生友 sheng.fa sheng白
松功 song'dong sδngdong songdong songdong 
技寺 zhao・xun オlaox也n オlaoxun オlaoxun
C-(3) 1978年版で両読、 2002年版で非軽声
吉日司町三ロ五口 現漢 78 現?莫 02 大綱 京軽
操持 cao・chi caochi caochi caochi 
播口 cha'kou chakou chakou 
茶水 cha'shuI chashul chashuI 
牟銭 che'qiお1 cheqi加 cheqian chξqlan 
程度 cheng'du chengdu chengdu chengdu 
景致 jing'zhi jlngzhi jlngzhi 
草山 kao・shan kaoshan kaoshan kaoshan 
ご子奨 kua'jiang ku員jiang ku真jiang ku実Jlang
柔和 rou・he rouhe rouhe rouhe 
f婁『 sh通'qi shaqi shaqi shaqi 
小月 XlaO・yue xiaoyuと xiaoyue 
逮些 zhと'xie zhexie zhとXlξ zhとxle
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D-(1) 1978年版で非軽声、 2002年版で両読
昔同日町三ロ五口 現漢 78 現j英 02 大綱 力え軽
f民庖 baoying bao・ying baoying baoying 
在 U chakるu cha'kるu
桔i己 dianii dian-ji dianji di加~1
坂量 f釘1iお19 f釦 li加g ぬnliang fanliang 
怪道 guaida。 guai'da。
偶盈 guokul guo・kUl guokui 
記念 jinian Jl・man
老『 laoqi lao・qi la叫i
件勢 オlenshi オ1とn'shi オ1とnshi
置換 zhihu盆1 オ1I.huお1
イ主赴 zhuchu zhu'chu 
D-(2) 1978年版で非軽声、 2002年版で軽声
詞語 現漢 78 現漢 02 大綱 京軽
端量 duanli釦19 duan・liang duanliang 
工夫 gδng而 gδng'白 gδngfu gδngfu 
D-(3) 1978年版で両読、 2002年版で軽声
詞語 現漢 78 現漢 02 大綱 京軽
出息 chii'xl chU'xi chuxi chuxi 
撤裏)L jiao'guor jiao・guor Jl通oguor
来戚 qm'ql qm'ql qmql qmql 
眺蚤 tiao・za。 tiao・zao tiaoza。 tiaoz渇O
先是 xian'shi Xlおl'shi
神子 zhるng，zl オ1るng'zl zhるngzl
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以上の比較からは、軽声詞が減少する傾向にあるらしいと推測することはできるが、新たに
軽声になるものについては説明できない。
ただこのととから明らかになったことは、「大綱」は必ずしも『現代漢語詞典』のいずれか
の版本に全面的に依拠しているわけでもないし「北京話軽声詞涯表」に従っているわけでもな
いということである。それぞれが規範と現実のはざまで独自に詞語の審音を行っていると考え
られる。そして現実の口語音は多様である。
5 .軽声去化
口語音は規範的でないものも多い。陳剛は軽声であるべきところを去声で読まれる単語があ
ることをとりあげた。たとえば“石槽"、“政魂"、“希窄"等がそうであり、これは北京人にみ
られる特長で、陳剛はこのような現象を「軽声去化 l と呼んだ(刻。
これを承けて王旭東は1990年6月に北京の中等教育機関で語音調貨を行ない、この北京語の
「軽声去イ七」現象は単に朗読中に見られるばかりでなくかなり普遍的に見られるとした。そし
て「績 iや「漣」が1985年12月発表の「汗通話異読詞審音表(1985年12月修訂)Jで去声に統
読されたのはそのことを説明していると述べた (54)。
確かにこれに関連する資料によってもその通りである。主な辞書類の記載をみてみよう。
① 張淘如編「北京話軽声討務』中国語文雑誌社、 1957年10月、 P.79
成績 chengji 
② 『漢語併音詞j僅』
③ 
初摘(195R年12月 chengji
増訂楕(1963年12月 chengji
1989年重編本(191年1片 chengji
ce新華字典』 「車責」 「迩」
1971年修訂第4版
1979年 第5版
19R7年 第6版 ji 
1990年 第7版 J 1
もし、このような「軽声去化」がはっきりとした傾向として存在するのであれば、これも軽
声が減少していることを示すものであろう。しかしながら、動松が言うように畑、語音調査
とりわけ若年層に対する朗読調奇はどうしても不自然な「教科書俸読み調」になりやすく、自
然な口語を反映されることは難しいであろう。
また「績」の審音が“ji"から勺i"に変わったのは、『広韻』に「入声績、買IJ歴切」とあ
るように現実には長い間“ji"で読まれていたからであろう。
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その他にも「現代漢語詞典』で去声あるいは去声と軽声の両読とされている単語で北京の口
語音では軽声であるものはかなり多く存在する(到。
これらの例は口語音の調査、審定の難しさと辞書記述の難しさを示していると言えよう。
6.結語
軽声詞の扱いが規範的とされる資料開で不統ーであるばかりではない。規範文献の軽声の例
示そのものが不統一あるいは判りにくいものとなっている。
たとえば「漢語併音正詞法基本規則J(571をとりあげてみよう。その 4.2. 2は rmen-
waimian (門外面)J rheli'mian (河里面)J rhuocheshangmian (火車上面)Jでここに用いら
れている「面」はすべて軽声である。しかし 4.7. 2の rzaiqianmian (在前面)Jの「面」
は去声に註青されている。これは「外面 Ir里酉Jr上国Jr前面」などの「面」が単純万位詞
と組合わさった時の語音の原則が定まっていないことが原因なのであろうが、困惑してしまう
記述である。また同文献の 4.8. 2の「糊里糊徐」の注音がI"hulihutuJとなっているが普通
この四字格の末手は軽声に読まれない(問。
その他、方位詞「下Jr上Jr辺J1"里」、量調「個J、趨向動詞などについても規範的辞典や
教科書間でも不統ーのあることが報告されている倒。
中国の学校教育では普通話の普及をめざしている。「関於小学普及普通話的通知」で小学生
に対する要求として「最低限度の軽声詞とJL化詞が読めるようにすることJ(叫が掲げられて
いる。この「最低限度」とは必読の軽戸詞であるが、この必読軽声詞が辞書によりあるいは同
じ辞書でも版本によって異なっているのである。そして現実に優先されるのは辞書ではなく自
分たちの話す口語である。実際の口語のなかでは自然さという点では軽音、重音がm要な意味
を持っているからである (6])。
勤松は女性に非軽声化の傾向がみられるという。そして中国の初等教育を主に担っているの
は女性であるから、彼女たちの普通話が次の世代に影響を与えるはずであるから将来軽声は減
少するであろうと予測している (6九ただ現時点では、軽声が増加しているとも減少している
とも断定できない。多くの辞書に重読が示されないのが現実である。またそれは困難な作業で
もある。口語音を重視する教育や放送などの現場では当分の問、軽戸詞を統続することは困難
であろう。ぞうしてみると『現代漢語詞典』の各版の軽声詞の変化や表記法のて夫は、規範を
求めながらできるだけ現実の口語音に充実であろうとする苦心の試みとして評価してよいと思
われる。
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〔注〕
(1) 李明、石側主編著「漢語普通話語音緋正』北京語n学院!ll版社、 1986年3月第 1版 P.145、北
京語言文化大学出版社、 1988年 1月第2版 P.149o {日し、第 l版と第2版に内容的相違はない。
(2) たとえば下記を参照。
a.朱1主編『外同学生漢語語音学習対策』語文出版社、 1997年71L
b.趨全銘主編『語音研究与対外漢語教学』北京語言文化大学出版社、 1997年7月。
(3) 捌稿"普通話水平測試大綱」についてJ r文学部論集』第86~. (悌教大学、 2002年3月)参照。
(4) 拙稿「規範化と普通話水平測試J r文学部論集』第87号(悌教大学、 2003年3月)参照。
(5) 国家語百文字工作委員会普通話培訓測試中心、『語育文字1色、用』編集部合編『普通話水平測試的
瑚論与実践』商務印書館、 1998年9月第1版 P.207。
(6) ヱ永車1:'肖通話水平測試中軽声的誤読J r語言文字周報.I2003"t7JJ23日。
(7) 段文勝「読普通話水平測試第二項的測試意義J r語言文字周報~ 2003年 7J Jl6日。
(8) 社丹江省語言文字工作委員会編「普通話司1練与測試」新I1撮影山版社、 2001年4月、 P.72-P.770 
(9) 湯力文編著『普通話水平測試習題集(卑語区).1北京大学iH版社、 1998年4日。
(]O) 宋欣橋「常一通話水平測試評分中的幾個問題J r語言文字応用戸 1997年第 3期 8月;。
(ID 寄J照雄でt編『普通話水平測試大綱(修訂本):吉林人民出版社、 1994年11月第 1版、 2001年2月
第 8次r:IJ席IJ本を使用。
(J2) 中間社会科学院語討研究所詞典編輯室編『現代漢語詞典 (2002年増補本).1商務印書館、 2002年
5月修訂第 3版(僧補本)、 2002年6月北京第293次印刷本を使用。
ω) r~英語併苫示~1恥嗣1f:*1-l編「漢語併音詞潅(1989年重編本).1 ;語文出版社、 1991年 1月第1版を
使用。
(14)黄雨松、孫徳金主編 rlIS K詞語用法詳解』北京語言文化大学出版村、 2000年4月第1版第1
次印刷本を使用。
目的 魯允巾『肖通話的軽}~{和JL化」商務印書館、 1995年 5 月、 P.L
(16) 国語J干iJ.!i第 A巻第七期は刊記によれば1922年8月20日刊である。第六期は 7月20日刊、第
八期は9月20fl刊であるのでこの号が8月20日刊で問題はなさそうである D しかし、拙稿で参
照したこのりの前適の「巻頭言」は1923年 1月12日付であり銭玄|司の付記は1923年1月14日付
である。このりは「国語月刊J の「特刊」で「漢字改革号 l としてliJjdれたものであるので、
あるいは後に僧刷発行3れその時に「巻頭言」が加えられたのかも Lれない。『胡適著訳繋年目
録与分類索引(上海人民出版社、 1984年 1月)はこの「巻頭立」について F戦1923年3月『国
語月刊晶第一巻第七l1Jl とする。
(17) 越元任「国語羅馬字的研究国語月刊」第一巻第七期、 P.99o
(1助 動松『現代漢語軽声動態研究』民族出版社、 2002年 1月、 P.3o
(1助趨元任『新l寸話留声片課本 甲種注音符号本』商務印書館、 1935年2月、 P.14 P.17。越元任
「新国語留声片謀本 乙種経馬字本』商務印書館、 1935年2月、1'.10-P.12。
(20) 主なものに、周兵兵「軽読与軽声排J r語言文字周報.12002年10月30fl、があるo周兵兵は軽声
の定義を厳栴にして、「項・最軽」格式のみを軽声とし「重・次軽」桃式を軽読とするo それゆ
え『現代漢語制典』で両説扱いのものは軽読とする。たとえば[便当 bianodangJは軽戸tで
[干根 gan0 lian日]は軽読左している。拙稿は「現代漢語詞典」の両読詞も終fhーとする。
(2D 承融「念軽声的規律J r文子'改革.119591f.第2期[1月初日]。
(2) 二音節詞語の重吉についでは先行研究に、徐世栄「双音綴詞的重音規律中間語文 1956"f 2 
月号があり、承融の 文は主としてこれに拠っている。
(23) たとえば、挑建宏「説談終声的規律 l了話三文字F司報.!i2001年6月6日を参照。
(24) 先行研究は注(15)及び注(18)所収の委~-Jjo;文献目録によって知ることができる c 本稿はこれらの多く
の参考文献、とりわけ多くの点で[t(]8)の勤松 (2002) に依拠している。
(25) 五変標記法による。但し、民江汗や勤松は '2しと表わす。
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(26) 馬元書「軽声中的“‘よる虎'型"与“‘嚇里'型語言文字局報，j2002年9月1880
IJ) ぷ諾位「在変調方面的一個小問題J W語言教学与研究~ 1981年第 4期 [12月10日]。
(28) 字明「関於軽声語素前的上声変調問題J r語言教学与研究~ 1983年第2期 [6月10日]。
ω) 勤松、前掲、 P.510
(30) 陳国「漢語軽音的歴史探討J r中国語文~ 1960年3月号。
(3D 李栄 r[日小説里的軽音字例釈J r中国語文~ 19871f第6期 [11月]。
(32) 李思敬「現代北京話的軽音和JL化音瀕源J r語吉研究~ 2000年第3期。但し、動松、前掲、 P.54
に拠る。
(3) 金有景「北京話“上声斗ー軽声"的変調規律」山東省語言学会編『語海新探~ (第一輯)山東教育
出版社、 1984年11月、所収、 P.276-P.2930 
(34) 金有景、前掲、 P.279は 12、13世紀」となっているが、 rlO、11世紀」の誤植であろう。
(35) 動松、前掲、 P.55の整理を参照。
(36) 趨奈『北京話的満語底!岡本f]“軽音"、“JL化"探源』北京燕山出版社、 1996年3月。満州語につ
いては不案内であるので、拙稿は勤松、前掲、 P.56-P.60の整理、検討に依拠している。。7) 愛新党羅・議生『北京土話中的満語1北京燕山出版社、 1993年7月、 P.224← P.2430
(38) 趣?弘前掲、 P.165。その他に主として満州語の語葉から漢語の影響を論じたものに、組系『現
代満語与漢語』遼寧民族出版社、 1993年7月、があり、軽読と音節の脱落や減音現象の関係に
3及されている(主としてP.99)。
側 高景成「由許多詞涯里看軽声衰頚的趨勢J r文字改革~ 1959年第2期[1月30日]。
柵江成「複音詞的軽重的整理問題J r中国語文.l1956年品月号。
仙那須清「革命前と革命後の中国語幹声調業J r現代中国語総合研究会会報」第 1号(北九州大学
中国学科研究室、 1966年12月)。
ω) 膚為民「試論軽声和重音J r中同話文~ 1981年第l期[1月]。
制 巴維爾 (PaulKratoch，月1)r北京話正常話語里的軽声J r中同議文~ 1987年第5期 [9月]。
岬蘇少波「軽声読音規範的問題J r語言文字周報~ 2002年 4JJl7日。
制教育部国語推行委員会中間大辞典編纂処編『国語辞典(第 A冊)~商務印書館、 1937年 3 月。
ω) 前掲「国語辞典~ P.21-P.22。及び「凡例~ P.5-P.6。但し、発音表記は現行の許音に変えた。
仰) 勤松、前掲、 P.129。
何日) これ以外に軽声詞を記した基本的資料として、中国文字改革委員会普通話語音研究班編『普通
話軽声詞涯編」商務印書館、 1963年8月、があるが所収語業が少ないため比較を省略した。ま
た両読を記すのは『現代漢語詞典』のみで、他の資料はいずれも両読を記していなし'0
仰) 1978年12月修訂第2版、 1979年1月北京第 1次印刷本を使用。
(50) 2002年5月修訂第3版(増補本)、 2002年6月北京第293次印刷本を使用。これは修訂第 3版
(1996年7月)に「新詞新義」を増補として付したものである。この増補部分に収められた軽
声詞は“diyifu・ren"、“dδu'fuzhagδngch吾ng"、“mao・zixifa"、“wei・bagongch是ng"、“zhl
'shi ch五nquan"のみであり、完全な新語に軽声詞はない。
(5D 注自由に同じ。
(52) 魯允中、前掲、 P.36-P.65。
(i3) 陳剛「北京人口頭不規範字音分析J r文字改革~ 1985年第 6期 [12月]。
側主旭東「北京話軽声去化及其影響J W 中[.E[語文~ 1992年第2期[3月]。
師) 勤松、前掲、 P.1500
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軽声について(辻田正蔵)
(側 同家言書言文字工作委員会、国家教育委員会事毛布「関於小学普及普通話的通知(1990年12月29
日)I国家語言文字工作委員会政策法規室縮予国家語言文字政策法規潅編』語文出版社、 1996年
3月、所収、 P.285o
制重音については趨元任が音位学の面から 3種類に分類した(“A Grammar of Spoken Chi-
nese'¥Univ. of California Press， 1968， P.35-P.39)。また声学機器を用いた実験報告にド記が
ある。
a.林茂仙、顔畏助「北京話軽声的声学性質J r方 ~.n 1980年第3期[8月]。
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音的初歩考察J r中国語文.11982年第3期 [5月]を参照。また、徐世栄「普通話語音講話・第
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